
新日鉄・住友金属工業（株）・（株）神戸製鋼所間のさらなる連携深化・拡大の検討について
住友金属直江津に関する共同対
応施策の検討

3. 新日鉄・神戸製鋼所間でのダス
トのリサイクルおよび還元鉄の
生産・利用、品質改善ペレット
の高炉への使用技術および焼結

新日鉄、住友金属工業（株）、
（株）神戸製鋼所の 3社は、さ
らなる連携深化・拡大施策につ
いて検討することとした。

1. 3 社での高級鋼対応としての住友
金属工業・和歌山の鉄源設備共
同活用拡大の検討

2. 新日鉄・住友金属工業間での高級
鋼薄板供給能力確保、および（株）

生産技術などに関する
検討

4. 住友金属工業・神戸製
鋼所間での連携施策の
検討

NS Salesが累計販売量500万 t達成
にて、I/N Tekの合弁親会社で
あるArcelorMittal副社長ダン・
モール氏は「この偉業は、異文
化を背景に持つ双方が真摯に協
力してきた結果である」と祝辞
を述べた。
NS Sales社 長の美濃部氏

は「500万t達 成 は こ れ ま で

Nippon Steel U.S.A.,Inc.の子
会社のNS Salesは1987年の設
立以来、I/N Tek材を中心に
ArcelorMittalの冷延鋼板を、お
もに日系自動車部品、工具箱、
鋼製家具向けに販売してきた
が、本年 7月に累計販売量500
万tを達成した。
11月 9日にシカゴ市内のホテ

ルで開催された祝賀パーティー

NS Salesに関わって
きた人々すべての努
力の成果。今後とも
ArcelorMittal、商社と
協力し、販売数量拡大
に向けて努力していく」
と今後の抱負を語った。

サイアム・ティン・プレートの能力増強について
れに伴いブリキ需要はASEAN
最大の60万t/年規模まで拡大
している。今回の能力増強によ
り、今後ますます高度化するタ
イ製缶メーカーの要求品質や、
きめ細かなデリバリー要請への
対応が一層充実するのみなら

新日鉄、住友商事（株）、（株）
メタルワンは、タイに拠点を置
くサイアム・ティン・プレート
の能力増強を行うことで合意し
た。
タイでは食缶の一大輸出拠点

としての産業集積が進行し、こ

ず、タイ食品産業の発展に大き
く貢献していくものとしている。

新日鉄とPOSCOの還元鉄の供給と乾式ダストリサイクルに関する合弁会社設立について
【合弁会社概要】
会 社 名：POSCO-NIPPON STEEL RHF Joint Venture,Co.,Ltd.（PNR）
資 本 金：約50億円
出資比率：POSCO 70%、新日鉄 30%
総投資額：約160億円
会社設立時期：2008年1月
設備稼働予定時期：2009年 9 月浦項製鉄所、12月光陽製鉄所

新日鉄と（株）POSCOは、2000
年 8 月に株式の相互保有を含め
た戦略的提携契約を締結して以
降、各部門にて積極的に戦略的
提携を推進してきたが、今般、
還元鉄の供給と乾式ダストリサ
イクルに関する合弁会社を設立
することとした。 お問い合わせ先  総務部 広報センター  TEL 03-3275-5021～ 5023

記念盾を交換するNS Sales 伊倉会長（右）
とArcelorMittal マーチン副社長

君津製鉄所第3高炉が累計出銑量1億 t達成
合うとともに、今後
の安定生産継続への
誓いを新たにした。

君津製鉄所第 3高炉は、本年
11月 1 日、累計出銑量1億tを
達成した。これは1971年 9 月
13日の 1次火入れの後、2回の
改修工事を挟んで、稼働32年
3 カ月で達成した記録。1基の
高炉での累計出銑量1億t達成
の快挙を製銑関係者全員で喜び

お問い合わせ先
総務部 広報センター
TEL 03-3275-5021

サイアム・ティン・プレート外観

お問い合わせ先　
総務部 広報センター　TEL 03-3275-5021～ 5023

お問い合わせ先　総務部 広報センター　TEL 03-3275-5016

神戸製鋼所小山副社長（左）、当社増田副社長（中）、
住友金属工業本部副社長（右）

POSCO李副社長と当社増田副社長
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7・8日 紀尾井シンフォニエッタ東京 第 62回定期演奏会
 出演 : 広上淳一（指揮）、伊藤 恵（Pf）、
  紀尾井シンフォニエッタ東京（Orch）
 曲目 : ハイドン 交響曲 第 60番 ハ長調Hob.I-60「うかつ者」、
  モーツァルト ピアノ協奏曲 第 20番 ニ短調K.466、
  バルトーク 弦楽器、打楽器とチェレスタのための音楽
14日 新日鉄プレゼンツ 紀尾井ニュー・アーティスト・シリーズ
 第 9回 南 紫音（ヴァイオリン）
 出演 : 南 紫音（Vn）、江口 玲（Pf）
 曲目 : モーツァルト ヴァイオリン・ソナタ イ長調K.526、
  イザイ 無伴奏ヴァイオリン・ソナタ 第 4番
  ホ短調 op.27-4 ほか

25日 紀尾井クリスマス・コンサート2007 北欧 オーロラのクリスマス
 ～シベリウス&グリーグ メモリアル・プログラム～
 出演 : 新田ユリ（指揮・構成）、田部京子（Pf）、駒ヶ嶺ゆかり（M-Sop）、
  大久保光哉（Bar）、紀尾井シンフォニエッタ東京（ストリングス）、
  川上麻衣子（ナビゲーター）ほか
 曲目 : シベリウス クリスマスの歌op.1、交響詩「フィンランディア」より
  “フィンランド讃歌”、
  グリーグ 組曲「ホルベアの時代」、劇音楽「ペール・ギュント」より
  “ソルヴェイグの歌”ほか

12月主催公演から http://www.kioi-hall.or.jp（財）新日鉄文化財団

お問い合わせ・チケットのお申し込み先：
紀尾井ホールチケットセンター　TEL 03-3237-0061〈受付 10 時～ 18 時 　日・祝休〉

富士ゼロックス（株）が新日鉄の低炭鉛フリー快削鋼を全面採用
（シャフト）の素材に全面的に採
用されることとなった。
当社は環境負荷物質の軽減・
撲滅を経営の最重点課題の一つ
と位置付け、これまでもさまざ

新日鉄が環境対応型商品とし
て開発した低炭鉛フリー快削鋼
線材「SUM24EZ」が、富士ゼロッ
クス（株）が今後発売する複写機・
プリンターの新製品の中核部品

に使用していただき、環境負荷
物質軽減をさらに推進していく。

まな活動を展開してきた。当社
は、従来の低炭鉛快削鋼の製造
を2008年 3月末で中止するとと
もに、低炭鉛フリー快削鋼線材
を幅広い分野で数多くのお客様

お問い合わせ先
総務部 広報センター
TEL 03-3275-5021

お問い合わせ先
技術開発企画部

E-mail：gihou@nsc.co.jp

「新・モノ語リ友の会」によるたたらイベントのご案内
る講演会が行われ、2日は永田
教授指導のもと、たたら製鉄の
原理を応用した製鉄を体験、日
本古来の鉄づくりに触れる。
両日とも一般の方の見学も可

能なので、興味をお持ちの方は
是非お立ち寄りください。

12月1～ 2日、東京北の丸公
園の科学技術館において、新日
鉄「新・モノ語リ友の会」による
たたら講演会・たたら製鉄実験
が行われる。1日は、POSCO人
材開発院教授の李寧煕氏と東京
工業大学教授の永田和宏氏によ

「たたら講演会」 日時：12月1日（土）13:30～15:30
 会場：科学技術館
「たたら製鉄実験」 日時：12月2日（日）8:30～15:30
 会場：科学技術館前 ※雨天決行

お問い合わせ先　総務部 広報センター　TEL 03-3275-5016
科学技術館URL:http://www.jsf.or.jp/

近代製鉄150周年記念式典を釜石で開催
ント除幕式が開かれる。式典に
は当社三村社長や岩手県達増知
事らが出席を予定している。
釜石製鉄所では、150年にわた

る釜石の鉄づくりにかけた人々の
思いや歴史を地域の皆様と一緒

12月1日の鉄の記念日に、近
代製鉄発祥150周年を記念して
釜石市民文化会館大ホールにて
鉄のフォーラム、記念式典、記
念講演（井上ひさし氏）が、また
釜石駅前広場にて鉄のモニュメ

らえるよう、本年6月以降、さま
ざまなイベントを実施している。

に学ぶとともに、次世代を担う子
どもたちに鉄や製鉄所に対する
親しみを深め郷土愛を育んでも

お問い合わせ先
釜石製鉄所総務部　TEL 0193-24-2332 　FAX 0193-22-0158

『エコプロダクツ2007』出展のお知らせ
コプロダクツとエコプロセスを
活用した『エコソリューション』
を活かした環境問題に対する取
り組みや、1971年から全国の製
鉄所で行っている“郷土の森づ
くり”、鉄鋼スラグを利用した磯
焼け改善プロジェクト“海の森
作り”など、グループ全体での

12月13～16日に東京ビッグ
サイトにおいて、日本最大級
の環境展示会『エコプロダクツ
2007』が開催される。
新日鉄グループは、身の回り

で活躍する『エコプロダクツ：
鉄鋼製品』、それを産み出す『エ
コプロセス：製鉄所』、そしてエ

さまざまな取り組みについて、
昨年の 3倍に展示スペースを拡
充して紹介する。

お問い合わせ先
環境部TEL03-3275-5145 
『エコプロダクツ2007』

URL:http://www.eco-pro.com/

『新日鉄技報』最新号発行のお知らせ
り「新日鉄技報」をクリックす
るとダウンロードできる。

このたび『新日鉄技報』最新
号（第387号）が発行された。
テーマは「建材技術」。新日鉄
HPトップページ「技術開発」よ

当社グループのブース完成予想図
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